
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

２
月
２
５
日
、
日
本
共
産
党
の
根
本
み
は
る
市
議
は
、

３
月
市
議
会
の
一
般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
１
部
を

紹
介
し
ま
す
。 

 

豊
田
市
は
中
心
市
街
地
に
再
開
発
等
の
推
進
を
計

画
・
実
施
し
、
２
０
１
７
年
開
業
の
豊
田
市
駅
前
通

り
北
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
（
キ
タ
ラ
ビ
ル
整
備
）

で
、
第
２
期
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
は
完
了

と
な
り
ま
し
た
。 

豊
田
市
駅
西
口
再
開
発
事
業
（
旧

松
坂
屋
、T-F

A
CE

）
か
らKi

TA
R
A

（
キ

タ
ラ
）
ビ
ル
整
備
ま
で
の
５
つ
の
再

開
発
事
業
の
総
事
業
費
１
０
７
０
億

円
。
市
の
補
助
金
等
の
負
担
額
の
合

計
は
約
３
３
４
億
円
、
負
担
割
合
は

約
３
１
％
で
す
。 

Ｑ 

駅
西
口
市
街
地
再
開
発
事
業
か

らKi
TA
R
A

（
キ
タ
ラ
）
ビ
ル
整
備
後

ま
で
の
再
開
発
事
業
の
検
証
結
果

と
、
市
民
へ
の
情
報
公
開
は
。 

 

Ａ「
再
開
発
事
業
に
よ
る
商
業
や
居

住
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な

取
組
に
よ
り
都
市
基
盤
が
整
っ
た

こ
と
で
、
目
標
と
し
て
い
た
歩
行

者
通
行
量
や
居
住
人
口
が
増
加

し
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
取
組
は
評
価
で
き
る
。 

K
i
TA
R
A

（
キ
タ
ラ
）
ビ
ル
整
備
後
ま
で
の
検
証
結
果
に
つ
い

て
は
、
第
４
期
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
お
い
て
検

証
し
、
策
定
後
に
公
表
す
る
。 

  

Ｑ 

令
和
３
年
度
の
市
民
意
識
調
査
の
結
果
で
は
、
施
策
に

対
す
る
満
足
度
「
商
業
地
に
魅
力
と
に
ぎ
わ
い
が
あ
る
」

と
す
る
評
価
が
、
前
回
に
比
べ
て
わ
ず
か
低
下
し
、
一
方
、

「
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
の
取

り
組
み
」
で
は
、「
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
が
整
っ
て
い

る
」
の
項
目
が
、
期
待
度
の
高
い
結
果
。
こ
の
結
果
か
ら
、

本
市
が
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
は
市
民
の
期
待
に
応
え
る
も

の
と
考
え
る
の
か
。 

Ａ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る

た
め
、
直
ち
に
評
価
、
判
断
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

今
後
と
も
、
市
民
意
識
調
査
の
結
果
だ
け
で
は
な
く
、
様
々

Ａ 

東
口
の
バ
ス
停
利
用
者
に
対
す 

る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
乗
車
し
て

い
る
時
間
が
西
口
と
東
口
バ
ス

停
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
場
合
の

回
答
と
し
て
、「
西
口
が
良
い
」

が
、
約
１
割
、「
現
在
と
同
じ
東

口
が
良
い
」
が
、
約
６
割
、「
東
・

西
口
ど
ち
ら
を
利
用
し
て
も
良

い
」
が
、
約
３
割
で
あ
り
、
バ
ス

と
電
車
と
の
ダ
イ
ヤ
連
携
や
バ

ス
待
合
所
の
機
能
強
化
等
へ
の

要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
今

後
、
詳
細
な
検
証
を
進
め
る
と
と

も
に
、
令
和
４
年
に
予
定
す
る
実

証
実
験
の
内
容
や
意
見
集
約
の

方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
精
査
し

つ
つ
、
計
画
に
活
用
で
き
る
よ
う

取
り
組
む
。（
続
き
は
次
号
で
） 

な
意
見
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
市

民
の
「
満
足
度
」
が
高
ま
る
よ

う
、
都
心
空
間
の
活
用
と
再
整

備
の
両
輪
で
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。 

  

Ｑ 

都
心
環
境
計
画
の
見
直
し
の 

中
で
、
駅
東
口
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
廃
止
し
、
駅
東
口
駅
前
広
場
を

整
備
す
る
計
画
は
、
都
心
環
境
計

画
の
停
車
場
線
の
「
フ
ル
モ
ー
ル

化
」
を
見
据
え
て
い
る
計
画
な
の

か
、
そ
れ
と
も
見
直
し
の
検
討
の

中
で
、
フ
ル
モ
ー
ル
化
を
見
直
し

の
対
象
と
す
る
の
か
。 

Ａ
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
で
日
常
的
に
賑 

わ
う
公
共
空
間
の
創
出
や
超
高

齢
社
会
に
適
応
し
た
交
通
結
節

機
能
の
強
化
に
向
け
て
、
豊
田
市

駅
東
口
駅
前
広
場
の
整
備
を
進

め
る
な
か
で
、
フ
ル
モ
ー
ル
化

は
、
議
論
に
は
な
ら
な
い
と
考
え

る
。 

       

２
月
８
日
の
緊
急
事
態
宣
言

を 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
高
齢

者
施
設
に
勤
務
す
る
職
員
約
７

０
０
人
を
対
象
に
、
２
月
と
３
月

に
２
回
の
検
査
を
実
施
す
る
な

ど
、
独
自
の
検
査
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。 

Ｑ 

市
内
の
高
齢
者
・
障
が
い
者

施
設
の
職
員
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等

検
査
の
状
況
は
。 

Ａ 

「
濃
厚
接
触
者
以
外
に
も
、
勤

務
し
て
い
た
職
員
な
ど
に
検

査
を
広
げ
て
い
る
。」 

   

愛
知
県
内
の
高
齢
者
施
設
や
医

療
機
関
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生

は
、
２
月
１
２
日
ま
で
に
１
７
施

設
に
も
な
り
、
先
日
、
愛
知
県
は

県
全
域
を
対
象
と
し
て
、
高
齢
者

施
設
等
職
員
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査

を
お
こ
な
う
と
公
表
し
ま
し
た
。

無
症
状
者
を
含
め
、
幅
広
く
積
極

的
な
検
査
の
実
施
が
求
め
ら
れ
ま

す
。 

Ｑ 

高
齢
者
・
障
が
い
者
施
設
の

集
団
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
の
実

施
の
考
え
は
。 

Ａ
「
３
月
末
ま
で
に
実
施
す
る
準

備
を
進
め
て
い
る
。」 

 

３
月
末
ま
で
に
検
査
で
き
る
よ

う
体
制
を
作
る
こ
と
、
３
月
以
降

も
必
要
な
集
団
的
・
定
期
的
検
査

を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。 

駅
東
口
駅
前
広
場
の
整
備
計
画

の
検
討
の
た
め
、
１
月
に
バ
ス
利

用
者
や
周
辺
交
通
へ
の
影
響
を
調

査
す
る
「
交
通
実
証
実
験
」
を
お

こ
な
い
、
バ
ス
利
用
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。 

Ｑ 

バ
ス
乗
降
場
所
の
移
設
の
実

証
実
験
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出

さ
れ
た
バ
ス
利
用
者
の
意
見
と

そ
の
検
証
は
。 
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一方的に「独立」承認したウクライナ東部地域に
軍事侵入したロシア。ウクライナ各地にミサイ
ル攻撃まで始めています。

　プーチン大統領は、ウクライナ東部地域から「要請」をうけた「集団的自衛権」にもとづく
行動だと強弁。しかし、ウクライナ東部地域は「独立国」などではありません。いくら国連憲
章をもちだしても、国際法違反の侵略行為を正当化することは絶対にできません。

　ロシアは「最強の核保有国の一つ」と世界を威嚇するプーチン氏。核兵器が怖かったら
黙ってロシアの言うことを聞け、という〝強盗の論理〟です。紛争の平和解決を願う世界
諸国民への挑戦であり、決して許されるものではありません。


